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１．事業名及び事業の目的

（２）事業の目的

本市が平成21年度に実施した「買い物環境に関するアンケート調査」や、平
成23年度の「商店街ニーズ調査」により、少子高齢化の進行や大型店の進出に
伴う地元商店の減少・衰退などの社会情勢の変化から、食料品等の日常の買い
物が困難な状況にある市民の存在が浮き彫りとなる。
このことを受けて、買い物弱者のニーズを地元商業者のビジネスチャンスと

捉え、買い物弱者支援に有効な新たな買い物サービス事業のアイデアを募集し、
ビジネスモデルとして確立が可能か、実際に事業を実施して検証する。
なお、事業の実施状況や検証概要を公表することにより、地元商業者の商圏

拡大への取り組みと買い物弱者へのサービス向上に資する取り組みを促す。

（１）事業名

買い物弱者支援ビジネスモデル構築事業業務

２．受託事業者の概要

事業者名 株式会社あきた市民市場メイト

所在地 秋田市中通四丁目7番35号 秋田市民市場内

代表者 代表取締役 川村 忠

設立年月日 平成24年1月11日

事業規模 資本金 5,000,000円

目的及び主な事業内容 1. 生鮮食料品、衣料品、日用雑貨品等の販売
2. 飲食店の経営
3. 商品配達、送迎等の買い物サポート業務
4. インターネットを活用した各種情報提供サービス業
5. 秋田市民市場の施設管理、運営の受託業務
6. イベント企画及び広告業
7. 前各号に附帯関連する一切の事業

３．外部専門家（協力者）の概要

氏名 小室 秀幸 （株式会社小室経営コンサルタント）

資格等 1級販売士・インキュベーションマネージャー

協力内容 ①事業の企画・提案及び実施にあたっての指導
②チラシ構成等についての指導
③利用者等の意見把握や事業成果の検証方法等に関する指導
④事業の成果の検証
⑤報告書（一部）の作成
⑥その他、今業務に付随する事項
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サービス名 買い物弱者支援 「市場メイト便」

実施期間 平成24年8月1日～平成25年3月31日

実施場所 秋田市中通四丁目7番35号 秋田市民市場内

実施地域 秋田市西部（新屋、勝平、浜田、豊岩、下浜）、河辺、雄和、
中央（大町、旭北、旭南、川元、川尻、山王、高陽、保戸野、
泉、千秋、中通、南通、楢山、茨島、八橋）
※中央地域は平成24年11月19日から追加

４．事業の概要

５．事業の実施地域及び対象者

（１）実施地域

対象地域である、西部（新屋、勝平、浜田、豊岩、下浜）、河辺、雄和
は人口5万2千人、1万9千世帯が暮らしている。昔ながらの住宅地で緑の多
い暮らしやすい地域である。近隣商店街やスーパー、コンビニ等はほとん
どなく買い物には車を利用する住民が多く不便を抱えている地域である。
近年は、少子化により子供の数も大幅に減少し高齢者が目立って多く

なってきている。そういった状況から今後買い物弱者が急増していく地域
であることが予想され、この地域を選定した。
※11月19日から、集合住宅、高層住宅の多い、本市中心部の地区特性の
データサンプルを得るため、中央地区を実施地域に追加した。

（２）対象者

当事業を実施するにあたっての買い物弱者
・商店が近くにない
・徒歩、自転車で買い物に行けない
・自動車を運転できない（しない）
・高齢、病気、介護、子育て、妊娠、仕事などのため買い物に不自由を感
じている

・一人暮らしの高齢者
・夫婦二人暮らしの高齢者

以上を当事業のターゲットとして想定した。既に大手スーパー等がネットに
よる商品配達を導入済みだが、高齢者見守りや話し相手になることにより一定
の需要を掘り起こすことができるサービスと考えた。
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６．サービスの内容

・ 事業実施地域に事前告知の案内チラシを配布する。会員登録は不要で対象地
域の方ならだれでも利用可能。

・ 定期的に配布する新聞折り込み、ポスティングチラシを見て、電話、ＦＡＸ、
はがき、インターネットで注文を受ける。

・ 注文の受付時間は午前9時から午後4時までとし、正午までの注文は、当日午
後５時までにお届けする。（当社従業員が車で配達）1,575円以上から注文
可能とする。

・ 配達料金は、常温商品315円、保冷商品を含む場合525円とし、2,000円以上
は無料とする。また、買い物代金は商品配達時引き換え。

・ 地域パートナーは、対象地域の商業者（理容店、クリーニング店等）や事業の趣
旨に賛同・協力頂ける地域住民を検索、選定する。利用者宅への配達や利用
者への商品受け渡しと清算を行って頂く。
また、ご利用頂いた地域パートナーには精算金額に応じて「市場メイト便」
お買い物券を進呈する。（2,000円未満で100円分、2,000円以上3,000円未満で200円分、

3,000円以上4,000円未満で300円分、4,000円以上5,000円未満で400円分、5,000円以上から

は一律500円分）

（配達）

【商品の注文】
・新聞折り込み・ポスティングチラシ

活用し宣伝・告知。
・電話、ＦＡＸ、はがきにて注文受付

【商品のお届け】
・地域パートナーを利用されないお客

様へは、ご自宅へ直接配達。

・利用者への商品受け渡しと
精算。

・利用者から次回の注文受付
と当社への注文の連絡も可。

・商品の代金を一時預かる。

・注文商品の配達。（手紙を同封）
・受領書及び配達記録を発行し商品代金や内容等の不
一致でのトラブルが起きないよう管理を徹底する。

・地域パートナーへお買い物券進呈。

（地域パートナー専用お買い物券）

（１）サービスの内容
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（２）サービスの特徴

・地域パートナーの導入と協力（15頁 地域パートナー実績）

利用者宅への配達は、地域パートナーにご協力頂き、利用者への商品受け渡し
と精算を依頼した。地域パートナーは、対象地域の事業者（理容店、クリーニング店

等）や、事業の主旨に賛同・協力頂ける地域住民に登録を依頼した。

概要 配達スタッフが、①お話相手、②家具の移動（重すぎない家具）、③電
球（蛍光灯）交換、④玄関周りの除雪、いずれかを希望する利用者に
１０分間程度実施。

実施期間 平成24年11月19日～平成25年3月31日

受付時間 午前9時～正午

対象者 一人暮らしや外出が困難な状況の高齢者

周知宣伝 スタッフによる戸別訪問及びポスティング活動により周知

料金 無料

その他 ・1,575円以上お買い上げで、希望される利用者へのサービス。
・サービスを希望される場合は、商品注文時に希望するサービスを
事前にお伝え頂く。

・サービス実施時間は、10分程度。
・家事や介護は不可。
・利用者立会いのもと、敷地内にて実施。

・商品への手書きの手紙を同封（60頁 資料16）

利用者との交流、親交を深くするために実施した。内容は注文への感謝の言葉
や季節の食材や最近の話題についてスタッフが一枚ずつ手書きした。受け取った
利用者からは、大変好評であり、さらに目の悪い利用者にはスタッフが手紙の内
容を音読した。
お手紙を通して、利用者と商品の売り買いだけの関係ではない太いパイプで繋

がった絆を構築でき、現在問題視されている話相手の不足や地域のコミュニケー
ション不足の解消並びに見守りサービスとしての効果も発揮した。

・１０分間サービスの導入（23頁 10分間サービス利用実績）

商品配達の際、冬期間の除雪を心配していたり、家具の移動などの力仕事を望
まれる利用者が多く見受けられ、それらをお手伝いすることにより、利用者との
信頼関係の構築やサービスの満足向上に繋がると考え11月19日からサービスを導
入した。
また、サービスが口コミなどで話題となり新規利用者の獲得にも結び付く考え

た。
全体の件数としてはそれほど多くなかったが、サービスを実施した利用者全員

から「非常に助かった」「ありがたい」「頼りにしている」といった感謝と喜び
の声を頂いた。
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（3）サービスの周知

・戸別訪問活動（26頁 訪問活動の際の地域の声）

高齢者の方々は、面識のないお店や人からの商品の購入を躊躇する傾向が他
の世代よりも強いと考え、8月8日より対象地域の各家々へスタッフが戸別訪問
し事業の周知宣伝、サービスの説明活動を開始した。
（後に買い物状況アンケート調査へ移行）

また、日中は女性の在宅が多いことがわかり、男性スタッフだけでなく女性
スタッフも訪問活動に同行させた。
戸別訪問活動は対象地域の情報や状況の収集及び把握といった面では大いに

役立ったが、人員、時間、燃料を多く費やし、その上訪問件数の割にはなかな
か注文に結び付かなかった。

平成24年8月1日～平成25年3月31日

訪問月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

訪問日数 15日 22日 23日 21日 9日 3日 0日 0日 90日

新屋・勝平

訪問件数 38 146 137 292 64 0 0 0 677

うち注文件数 0 0 0 3 0 0 0 0 3

浜田

訪問件数 42 6 52 17 0 0 0 0 117

うち注文件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

下浜

訪問件数 19 89 33 1 0 0 0 0 142

うち注文件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

豊岩

訪問件数 97 57 47 0 0 0 0 0 201

うち注文件数 1 0 0 0 0 0 0 0 1

河辺

訪問件数 165 121 77 23 6 0 0 0 392

うち注文件数 5 1 0 0 0 0 0 0 6

雄和

訪問件数 20 69 77 13 0 0 0 0 179

うち注文件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中央

訪問件数 0 0 0 0 48 18 0 0 66

うち注文件数 0 0 0 0 1 2 0 0 3

全体の訪問件数 381 488 423 346 118 18 0 0 1,774

うち注文件数 6 1 0 3 1 2 0 0 13

1日当り 訪問件数 25.4 22.1 18.3 16.4 13.1 6 0 0 19

【訪問実績】
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・秋田市広報（下記 資料１）

行政の協力により秋田市広報へも事業の紹介記事を掲載頂いた。
掲載後は問い合わせの電話が多くなり、さらに訪問活動の際に記事を見せるこ

とで訪問先からの信頼を得ることもできた。
よって、地域への宣伝効果と信頼獲得のためにも行政からの協力、広報への掲

載は重要であることがわかった。

・パブリシティ（新聞、テレビ等）（7～9頁 資料2～4）

実施期間を通して、新聞やテレビといったパブリシティからの取材を受けた。
掲載及び放送直後には問い合わせの電話や新規利用者からの注文が多数入るなど
対象地域へのチラシ配布以上に周知宣伝効果があった。
買い物弱者支援について世間の関心は高く、報道機関の取材を通じたサービス

の周知など、メディアの活用が有効である。

平成２４年８月３日 秋田市広報
【資料１】
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【資料２】

平成２４年８月１日 朝日新聞

平成24年9月23日 読売新聞
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【資料３】
平成24年8月2日 秋田魁新報

平成24年8月5日 毎日新聞
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【資料４】
あきた経済 平成25年2月号

平成25年3月1日 秋田魁新報
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（３）利用件数（客数）増加のために行った事

・フリーダイヤルの導入（24頁 フリーダイヤル実績）

外部専門家からのアドバイスのもと、対象地域の方々が気軽に注文や問い合わ
せができるよう、9月3日より導入開始。
導入後は、電話料金を気にされる方への利便性が向上した。
特に、報道番組や新聞記事などでの紹介後やチラシ配布後に興味を抱き問い合

わせされる方や、初注文への決意が固まっていない（踏み切れない）方、事業へ
応援・賛同の声を届けたい方への門戸、入口が広がったと考察された。

・自社手作りチラシ及びレシピの作成、配布（61,62頁 資料17,18）

旬の食材や話題の食材、おすすめの食材の栄養や保存方法、豆知識を記載した
チラシとレシピをスタッフ自ら考案、作成し、戸別訪問や配達の際に配布して、
注文（再注文）へと繋がるきっかけ作り、動機づけとなるよう務めた。特に、レ
シピは配布後紹介した食材の注文を頂いたりと注文数増加に繋がった。

・生鮮品及び旬の食材の入荷状況のご案内（62頁 資料18）

対象地域での戸別訪問の時やＦＡＸをお持ちの利用者に、生鮮品や旬の食材の
入荷状況を紹介した。結果、「サンマが食べたくなった」「原木なめこの味噌汁
が飲みたくなった」など興味関心を引き、注文に結び付けることができた。

・連絡会議の実施

定期的に連絡会議を開催し、スタッフ同士の意見や情報の交換を行い、利用件
数の増加対策、作業の効率化、ミスの予防対策について検討した。

・自社チラシやレシピの作成と配布（61,62頁 資料17,18）

・配達商品と伝票の二重チェック体制の導入（67頁 資料22）

・スタッフ配置及び担当業務の見直し
・チラシ校正の修正や確認（51～58頁 資料7～14）

・サービスフローチャートの作成（54頁 資料10）

・実施拠点への垂れ幕設置（63頁 資料19）

実施拠点を通りかかった方から、日々の買い物に困っている知り合いへ事業に
ついての口コミが広がるよう、実施拠点の前に周知宣伝用の垂れ幕を設置した。
設置後、垂れ幕をご覧になった方から、スタッフへ事業内容についての問い合

わせがあった。また、垂れ幕に目が留まった方が掲示している新聞記事や広報記
事を読む光景を頻繁に見かけたことから、市民市場に来店した方へのサービスの
周知に繋がった。

・配達イメージ（サンプル）の展示と写真による紹介（63頁 資料19）

垂れ幕の設置同様に秋田市民市場に来店した方の口コミを期待し、実施拠点へ
配達のイメージ（サンプル）の展示と配達の様子を写真で紹介した。
掲示板でのチラシや新聞記事、広報記事での紹介に加え、実物や写真を見てい

ただくことで、事業内容をより詳しく周知できた。
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・利用者へのサービス品やプレゼントの進呈（スタッフによる手芸品等）（59頁 資料15）

お手紙同様に、利用者の方々との親交を深めるためとお得感や楽しみを持っ
て頂けるよう、スタッフ手作りの手芸品をプレゼントした。12月であればクリ
スマスリースであったり、みかんの皮や落花生の殻を入れることができる不用
なチラシを再利用したゴミ箱等、最小限の費用で手作り感が溢れ、そしてどこ
か懐かしさの漂うサービス品をスタッフと選んだ。
また、上位利用者へは注文回数20回到達の感謝プレゼントや本サービス全体

の通算注文件数100回目や200回目に見事当たった利用者へは記念品を進呈した。
さらに、仕入先のご好意により上位利用者へは「とんぶり」や「七草」、

「かぼちゃ」等々のサービスを何度も無償提供頂いた。こういったサプライズ
やサービスが青果物の売上上昇に結び付いた。
いずれのプレゼントやサービス品も、お届けした利用者全員から毎回驚きと

喜びの声を頂戴しリピーターの獲得に繋がった。

・ＦＡＸ注文用紙の配布（17頁 資料5）

注文受付・商品手配において、電話注文よりもＦＡＸ注文の方が作業効率や
間違い防止に効果的であったため、ＦＡＸ注文の推進と、利用者の記入作業の
簡略化を図るため、自社で作成した注文用紙をＦＡＸの利用者へ配布した。
（複数枚複写しての配布並びに定期的に補充も実施）
ＦＡＸ利用者からは、大変好評を得たほか、当社としても作業効率が向上し、

利用者、スタッフ双方にとって利点があった。

・実施検討委員会の開催（全2回）（64～66頁 資料20､21）

サービス内容の改善を図るため、外部専門家や行政担当者を交えた実施検討
委員会を定期的に設けた。
現場スタッフからの現状報告や配達・戸別訪問時においてのお客様対応につ

いての相談、行政担当者からの意見や現状確認、外部専門家からの進捗状況に
検証を踏まえたアドバイスを多いた。

・対象地域の追加（中央地域）

①事業開始以降中央地域の方々から多数の問い合わせや利用を望む声が寄せ
られた。

②アパート、マンションなど集合住宅で買い物に困難を抱えている方がいる
か、またどういった問題を抱えているのか状況調査もできる。

以上のことから、11月19日より中央地域を対象地域に追加した。
追加後、中央地域からの注文が日を追うごとに増え、期間後半に至っては配

達の半数以上が中央地域の利用者が占めるほどであった。
利用者数の増加傾向と地域の声や現況より、中央地域にはまだまだ潜在的な

買い物弱者がおり、周知宣伝の強化により、なお一層買い物支援に貢献できる
と予想された。
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７．事業の実施スケジュール
公募採択 平成24年6月26日

準備期間 平成24年6月26日～平成24年7月31日

実施期間 平成24年8月1日～平成25年3月31日

報告書作成 平成24年10月31日 中間報告

平成25年3月31日 最終報告

事業日程、出来事

6月26日（火） 委託業務契約締結
～ サービス開始準備

7月31日（火） ・求人、面接
・各種賃貸借契約及び消耗品（事務用品）等購入
・対象地域へ事前告知チラシポスティング（7月20日）

（50頁 資料6）

・地域パートナー募集活動
8月1日（水） サービス開始・新聞折り込みチラシ（51頁 資料7）

朝日新聞へ記事掲載（7頁 資料2）

8月2日（木） 秋田魁新報へ記事掲載（8頁 資料3）

8月3日（金）
・対象地域へチラシポスティング（51頁 資料7）

・秋田市広報へ紹介記事掲載（6頁 資料1）

8月5日（日） 毎日新聞へ記事掲載（8頁 資料3）

8月8日（水） 対象地域への戸別訪問による宣伝・周知活動開始
9月7日（金） 対象地域全戸へチラシポスティング（52頁 資料8）

9月21日（金） 対象地域全戸へチラシポスティング（52頁 資料8）

9月23日（日） 読売新聞へ記事掲載（7頁 資料2）

10月4日（木） 第1回実施検討委員会開催（64頁 資料20）

10月5日（金） 対象地域全戸へチラシポスティング（53頁 資料9）

10月22日（月） 対象地域での買い物状況アンケート調査開始
11月2日（金） 対象地域全戸へチラシポスティング（53頁 資料9）

11月19日（月） ・対象地域に中央地域を追加
・10分間サービス導入開始

12月3日（月） 新聞（秋田魁新報）へ折り込みチラシ配布（55頁 資料11）

（河辺・雄和・西部地域のみ ※中央地区はスタッフによるポスティング）

平成25年
１月７日（月） 新聞（秋田魁新報）へ折り込みチラシ配布（56頁 資料12）

（河辺・雄和・西部地域のみ ※中央地区はスタッフによるポスティング）

1月10日（木） 秋田朝日放送「スーパーＪチャンネル」にて放送。
1月18日（金） ・ＴＢＳ「みのもんたの朝ズバッ」にて放送。

・ＡＢＳ秋田放送「news everey」にて放送。
1月29日（火） 第2回実施検討委員会開催（65頁 資料21-1､66頁 資料21-2）

2月4日（月） 新聞（秋田魁新報）へ折り込みチラシ配布（57頁 資料13）

（河辺・雄和・西部地域のみ ※中央地区はスタッフによるポスティング）

2月10日（日） 「あきた経済」（秋田経済研究社出版）へ記事掲載（9頁 資料4）

3月1日（金） 秋田魁新報へ記事掲載（9頁 資料4）

3月4日（月） 新聞（秋田魁新報）へ折り込みチラシ配布（58頁 資料14）

（河辺・雄和・西部地域のみ ※中央地区はスタッフによるポスティング）

12




